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第 5章 復旧と復興へ向けて

平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−1

以下、「日田市復旧・復興推進計画、進捗状況表、令和元（2019）年 9 月 30 日」1）を
主に参考としながら、社会資本施設等（河川、道路、農林業施設等）や教育施設・文化
施設等の施設の復旧と復興を中心として記す。併せて、人的支援や財政対策等の復旧・
復興への対策内容についても記す。

5.1  社会資本等の復旧・復興
5.1.1  道路・河川等の復旧

（1）応急復旧
以下のとおり、本復旧で対応中のものを除き、すべて完了している。

【市管理】　【完了】
①道路

・全面通行止め 50 箇所における応急復旧は、完了
（全面通行止めとして残る 4 箇所（平成 31 年 3 月 31 日現在）は、本復旧にて
対応中）

②河川
小野、大鶴、夜明、東有田地区の準用及び普通河川、法定外水路等の復旧を実施

③砂防関係施設
・準用河川古田川（砂防河川）　 閉塞した河川のしゅんせつを実施し、河道確保

【県管理】　【完了】
①道路

・全面通行止め　26 箇所　→　0 箇所（全面通行止め箇所は平成 29 年 8 月 10 日
までに解消）

②河川
大肥川、鶴河内川、小野川、二串川、有田川の応急復旧を実施。
・護岸の崩壊　洗掘防止のため大型土のうを設置
・河川の閉塞　閉塞した河川のしゅんせつを実施し、河道確保
・小野梛野地区の小野川　堆積土砂を撤去し、河道確保
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5−2 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

【国管理】　【完了】
①河川

花月川の氾濫で被災した堤防や護岸の中で、緊急を要する 3 箇所の応急復旧を
24 時間体制により実施。
・光岡橋下流左岸　平成 29 年 7 月 6 日着手〜 7 月 14 日完了
・渡里橋上流右岸　平成 29 年 7 月 6 日着手〜 7 月 11 日完了
・清水町住吉右岸　平成 29 年 7 月 6 日着手〜 7 月 14 日完了

（2）本復旧
【市管理】

・道路、河川、橋梁の本復旧の状況（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

施設名 査定件数
復  旧  進  捗  状  況

応急
本復旧

査定
件数

廃工
発注
件数

県受託 復旧済

市   道 82 箇所 1 箇所 82 箇所 0 箇所 79 箇所 2 箇所 74 箇所

河   川 118 箇所 0 箇所 118 箇所 1 箇所 116 箇所 1 箇所 106 箇所

橋   梁 3 箇所 0 箇所 3 箇所 0 箇所 0 箇所 3 箇所 0 箇所

合   計 203 箇所 1 箇所 203 箇所 1 箇所 197 箇所 6 箇所 180 箇所

※ 着手率（復旧率） ・市道 100% （93%）、河川 100% （91%）、橋梁 100% （ 0%）

（うち主な復旧箇所 （市道））
施　設　名 市　道　名 施　工　箇　所 備 考（完了予定）

道路 （その他） 露木線及び橋梁 日田市大字小野
県受託・露木線復旧完了。
橋梁は平成 31 年度末。

道路 （ 1 級 ） 夜明大鶴線び橋梁 日田市大字夜明 河川改修関連 ・ 未 定

道路 （ 2 級 ） 石原田桐尾線 日田市大字鶴河内 復旧完了

道路 （ 1 級 ） 日向野大石峠線 日田市大字東有田 復旧完了

（うち主な復旧箇所 （河川））
施　設　名 河　川　名 施　工　箇　所 備 考（完了予定）

準 用 河 川 鰐    川 日田市大字鶴河内 施工中・令和元年度末

準 用 河 川 片 峰 川 日田市大字東有田 施工中・令和元年度末

普 通 河 川 松 山 川 日田市大字小野 施工中・令和元年度末

・原形復旧に加えた既存護岸の嵩上げ等の整備や局部的な改良復旧について本計画
の復旧方針に基づき、整備箇所を検討中。

・大分県の復旧工事に合わせた県道大鶴熊取線と市道夜明大鶴線の合流箇所の改良
や、瀬部地区からの白岩地区を結ぶ市道の改修等について　大分県と協議中。
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平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−3

【県管理】
（1）応急復旧、（2）本復旧の状況

①道路の復旧
事業箇所数

応急復旧 査定済 工事着手 本復旧

39 4 39 38 ※ 33

※ 1 件廃工予定
（うち主な復旧箇所）

路線名 場　所 本復旧予定

宝珠山日田線 日田市小野（梛野地区） 令和元（2019）年 7 月完了

②河川の復旧
事業箇所数

応急復旧 査定済 工事着手 本復旧

101 12 101 95 ※ 77

※ 6 件廃工予定
（うち主な復旧箇所）　＊改良復旧箇所を除く

河川名 場　所 本復旧予定

小野川 日田市大字小野 平成 31 年 2 月完了

大肥川 日田市大字大肥 平成 31 年 3 月末完了予定

鶴河内川 日田市大字鶴河内 平成 30 年 12 月完了

有田川 日田市大字東有田 平成 30 年 5 月完了

（改良復旧事業の実施）
・鶴河内川は、災害復旧助成事業、有田川・小野川は、河川災害関連事業が採択

（平成 29 年 11 月 30 日）
○筑後川水系鶴河内川

事 業 名：災害復旧助成事業
事 業 費：約 18 億円
事業期間：平成 29 年度〜令和 2 年度
事業区間：日田市大肥〜鶴河内（約 4.2㎞）

○筑後川水系小野川
事 業 名：河川災害関連事業
事 業 費：約 11 億円
事業期間：平成 29 年度〜令和元（2019）年度
事業区間：日田市花月〜三河町（約 2.6㎞）

○筑後川水系有田川
事 業 名：河川災害関連事業
事 業 費：約 8 億円



第
５
章

復
旧
と
復
興
へ
向
け
て

5−4 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

事業期間：平成 29 年度〜令和元（2019）年度
事業区間：日田市羽田（約 4.5㎞）

（河川浸水対策の推進）
・大肥川において、河川災害復旧等関連緊急事業が採択

（平成 29 年 11 月 30 日）
（河道等の拡幅や橋梁の改築により治水安全度を高める）
○筑後川水系大肥川

事 業 名：河川災害復旧等関連緊急事業
事 業 費：約 50 億円
事業期間：平成 29 年度〜令和 3（2021）年度
事業区間：日田市夜明〜大肥（約 8.1㎞）

※河道掘削・護岸工事、橋梁改築工事等を実施中
※福岡県側は、災害復旧助成事業を実施中

・花月川、一ノ瀬川等 8 河川で河床掘削やパラペット設置などを完了
・大肥川圏域に簡易水位計を 3 基設置し、日田市へ情報提供中

（計画的な河川整備）
・「筑後川水系日田圏域河川整備計画（平成 26 年 3 月策定）」を平成 31 年 3 月に

変更

③砂防関係施設の復旧、土砂災害の防止
事業箇所数

応急復旧 査定済 工事着手 本復旧

23 23 23 21

（うち主な復旧予定箇所）
河川名 場　所 本復旧年月

牛王川 日田市大字小野 平成 31 年 3 月完了

（災害関連緊急事業の実施）
・小野地区、岩戸川は災害関連緊急事業が採択（平成 30 年 2 月 1 日）

○小野地区
事 業 名：災害関連緊急地すべり対策事業
事 業 費：約 13 億円
事業期間：平成 29 年度
事業内容：アンカー工　1 式、集水井工　1 式、横ボーリング工　1 式
進捗状況：集水井、アンカー工施工中　平成 31 年 3 月完了

○岩戸川
事 業 名：災害関連緊急砂防事業
事 業 費：約 3.8 億円
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平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−5

事業期間：平成 29 年度
事業内容：砂防堰堤　　2 基
進捗状況：平成 31 年 3 月完了

【国管理】
①河川　
○花月川では、平成 30 年 2 月から被災した護岸等の復旧や河道掘削に着手。特に

緊急を要する箇所については、平成 30 年の出水期までに対策を完了。
○その他の被災した箇所については、原形復旧を基本に平成 31 年 3 月末までに対

策を完了。
（主な復旧箇所）

河川名 内　容 場　所 本復旧年月

花月川
掘削護岸災害復旧工事 日田市三和地区、西有田地区、友田地区 平成 31 年 3 月完了

掘削外工事 日田市北豆田地区、丸の内地区、友田地区 平成 31 年 3 月完了

○平成 29 年 7 月の集中豪雨を受け、変更作業を進めていた「筑後川水系河川整備
計画」の変更を平成 30 年 3 月 29 日に完了。

（3）道路・河川等公共土木施設と農地の災害復旧に係る協議及び調整
早期の工事着手に努める。

（4）砂防関係施設と治山施設の復旧工事に係る事前協議及び調整
砂防施設等に係る箇所において、円滑に事業が進むように県との連携強化に努める。

（5）公共土木施設災害復旧事業の大分県への受託要望
県の復旧工事と一体施工をすることが効果的な箇所や、技術的難易度の高い公共土

木施設災害を対象に大分県への受託を依頼。
・県への受託の状況

管理者 路線・河川名 受託工事内容 県管理
河川名

事業費
（事務費含む）

日 田 市 市道小鶴線 夜明橋復旧工事 大肥川 56,263 千円

日 田 市 市道西嶽線 小園橋復旧工事 鶴河内川 20,069 千円

日 田 市 市道露木線 露木橋 4 号橋復旧工事 露木川 52,381 千円

日 田 市 準用河川 古田川 法面対策・閉塞土砂撤去・護岸復旧工事 古田川 316,674 千円

日 田 市 市道露木線① 兼用護岸復旧工事 露木川 22,238 千円

日 田 市 市道露木線② 兼用護岸復旧工事 露木川 7,689 千円

計　 475,314 千円
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5−6 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

以下、河川・道路等の復旧・復興状況の写真を示す。

写真－5.1.1　松山川（市管理、小野川支川）の護岸の復旧工事（12月19日時点）

　

・羽田付近その１ 　・羽田付近その２
写真－5.1.2　有田川の護岸復旧工事状況（12月19日時点）

　

・全景（手前に河川・道路） 　 ・斜面工事上部

　

・道路（宝珠山日田線、左が斜面） 　・小野川護岸整備（右が斜面）
写真－5.1.3　小野地区、斜面、河川、道路の復旧状況（12月19日時点）
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平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−7

　

・斜面対策工事（第2章の大規模崩壊①） 　・斜面対策工事（第2章の大規模崩壊②）
写真－5.1.4　柳瀬地区の斜面対策工事完了（12月19日時点）

　

・大肥川下流左岸の護岸工事その１ 　・大肥川下流左岸の護岸工事その１
写真－5.1.5　大肥川の復旧工事状況（12月19日時点）

　

・下河内橋の橋台の復旧工事 　・鶴河内川右岸の護岸整備状況

　

・橋梁の復旧工事（小園橋） 　・古田川の左岸法面対策・護岸工事
写真－5.1.6　鶴河内川周辺の復旧工事状況（12月19日時点）
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5−8 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

　

・城内頭首工下流護岸工事その１ 　・城内頭首工下流護岸工事その２

　

・JR花月橋梁の復旧と周辺護岸部その１ 　・JR花月橋梁の復旧と周辺護岸部その２
写真－5.1.7　花月川の復旧工事の状況（12月19日時点）

　

・新山渡瀬橋より下流を望む
  （左岸で工事中、奥で有田川が合流） 　・新山渡瀬橋より上流を望む

  （手前が左岸）
写真－5.1.8　花月川の復旧状況（12月24日時点）
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平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−9

5.1.2  農地・農業用施設等の復旧
（1）被害状況

区　　分 被害件数 被害額

農　　　地 1,609 件 1,907 百万円

農業用施設 689 件 1,844 百万円

合　計 2,298 件 3,751 百万円

（2）災害復旧事業
①国庫補助事業
○平成 29 年 9 月 4 日から随時査定を受け、事業決定後、早期に工事着手
（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

区　分 査定件数 復旧対象件数 発注件数 復旧済

農　　　地
263 箇所　

（947 工区）
192 箇所　

（585 工区）
192 箇所　

（585 工区）
116 箇所　

（306 工区）

農業用施設
137 箇所　

（187 工区）
106 箇所　

（142 工区）
106 箇所　

（142 工区）
71 箇所　

（100 工区）

合　計
400 箇所　

（1,134 工区）
298 箇所　

（727 工区）
298 箇所　

（727 工区）
187 箇所　

（406 工区）

②小災害の復旧事業（市単独事業）
○農地、農業用施設の災害復旧（小災害）に対する補助
（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

工　種 件　数 事業費 補助金

農　地 133 件 67,692 千円 47,323 千円

施　設 212 件 150,366 千円 127,053 千円

合　計 345 件 218,048 千円 174,376 千円

（3）被災農地における大区画化、水田の畑地化等の生産基盤の強化に向けた
取組（再掲）

大肥地区　県営経営体育成基盤整備事業　令和元（2019）年度事業着手
小野地区　中山間地域総合整備事業（日田地区 2 期）　令和元（2019）年度事業着手
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5−10 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

（4）道路・河川等公共土木施設と農地の災害復旧工事に係る事前協議と調整
・工法や施工範囲及び発注時期等について、施設管理者と適時に協議を行い、公共土

木工事と合わせ工事実施できるよう調整を図る。
・随意契約などを活用した迅速かつ効率的な事業実施が可能となるよう、施設管理者

から道路・河川等の発注情報等を受ける。

（5）農地災害復旧のための表土の確保　（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）
表　土 心　土

15,400㎥ 9,300㎥

農地の復旧状況を以下に示す。

　

・松山川周辺の農地（田ノ尻農地） 　 ・有田川周辺の農地（有田川右岸、大字羽田）
 写真－5.1.9　農地の復旧状況（12月19日時点）

5.1.3  林地・林道等の復旧
（1）大分県による林地等の復旧

①本復旧
○林地崩壊等の復旧（災害関連緊急治山事業）（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

地区名 事業箇所 工事着手 復旧箇所

小 野 地 区 2 箇所 2 箇所 1 箇所

大 鶴 地 区 7 箇所 7 箇所 2 箇所

東 有 田 地 区 1 箇所 1 箇所 1 箇所
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平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌 ｜ 5−11

（2）林道等の復旧
①林道の復旧
○国庫補助の対象となる林道の復旧（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

事業名 事業箇所 工事着手 復旧箇所 事業費

林道復旧事業（国庫） 19 路線 18 路線 14 路線 258,627 千円

○市単独事業となる林道の復旧【平成 31 年 3 月完了】
事業名 事業箇所 工事着手 復旧箇所 事業費

林道復旧事業（市単） 21 路線 21 路線 21 路線 110,541 千円

②森林作業道等の復旧
○森林作業道等の復旧（平成 31 年 3 月 31 日完了）

事業内容 復旧箇所 補助額

作業道の復旧（公共造林事業） 0 路線 0 円

鳥獣害防止施設の復旧（公共造林事業） 0 箇所 0 円

基幹作業道等の復旧（県単事業） 2 路線 893 千円

③林地及び林業用施設の復旧
○林地及び作業道等の復旧に対する支援（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

事業名 復旧箇所 補助額

林地復旧事業 14 箇所 9,494 千円

林業用施設復旧事業 56 箇所 49,554 千円

④小野地区治山堰堤取付水路整備事業
○土石流発生地域の水路改良復旧（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

内　　容 完了予定

小野地区治山堰堤取付水路の改良復旧 令和 2 年 2 月完了予定

（3）災害に強い森林づくり
○流木被害対策事業（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）

平成 29 年度整備箇所：5 箇所（小野川流域他）
平成 30 年度整備箇所：4 箇所（鶴河内川流域他）
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5.1.4  その他施設の復旧
（1）観光施設の復旧

○小野川自然プールの復旧
内　　容 完了年月

プール内の堆積物の撤去 平成 30 年 7 月完了

護岸改修に合わせたプール等の改修 平成 30 年 7 月完了

○小野民芸村の復旧
内　　容 完了年月

土砂の撤去、施設の修繕 平成 29 年 8 月完了

　

写真－5.1.10　小野川自然プールの復旧状況（観光課のHPより）

（2）多目的交流館の復旧
○羽田多目的交流館の復旧

内　　容 完了年月

グラウンドの土砂撤去及びフェンスの復旧 平成 29 年 12 月完了

○小山多目的交流館の復旧
内　　容 完了年月

落雷により不具合が生じた火災受信機の復旧 平成 29 年 9 月完了

（3）防災行政無線の復旧　
内　　容 完了年月

中継局の復旧工事及び避雷対策 平成 30 年 6 月完了

（4）水郷テレビの復旧
・平成 29 年 7 月 20 日までに 4 地区（小野・大鶴・三花・東有田）、14 箇所で発生し

た光ケーブル断線等の応急復旧工事を終了。
・住宅が全壊等となった加入者宅については、住宅再建に合わせ申請に基づき個別対応。
・本復旧工事については、共架している九州電力等の電柱復旧工事に追従して随時実

施する。
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○光ケーブル断線等の復旧状況（令和元（2019）年 9 月 30 日現在）
被害箇所数

応急復旧 本復旧完了

14 箇所 4 箇所 10 箇所

（5）市有財産（土地）の復旧
内　　容 完了年月

貸し付けている市有財産（土地）の埋戻し、ブロック積、
コンクリート擁壁などの復旧

平成 30 年 1 月完了

九州北部豪雨による自治会共有施設の被害状況　　19 件

（6）自治公民館等の復旧
公民館建物：9 件（床上浸水 8、屋根破損 1）
設 備：4 件（水道管破損 2、エアコン室外機破損 1、備品流失 1）
防 犯 灯：4 件（防犯灯流失 3、防犯灯破損 1）
道路・広場：2 件（土砂流入 1、道路崩壊 1）

小野
地区

大鶴
地区

夜明
地区

東有田
地区

西有田
地区

光岡
地区

朝日
地区

合計

公民館建物 3 3 1 1 1 9

設 備 1 1 1 1 4

防 犯 灯 2 1 1 4

広場・道路 1 1 2

○自治会活動等推進事業補助制度【平成 30 年 11 月完了】
公民館建物 設備 防犯灯 広場・道路 実績合計

9 件 4 件 4 件 2 件 19 件

○原材料等の支給による自治公民館等の復旧や改修の支援【平成 30 年 11 月完了】
件　数 1 件

（7）公園施設の復旧
・被災公園　11 公園 13 箇所

内　　容 公園数 完了年月

崩 土 除 去 7 公園 平成 29 年 12 月完了

災害復旧工事 6 公園 平成 29 年 12 月完了

（8）市営住宅の復旧（土砂撤去）
内　　容 完了年月

城内団地、丸の内住宅、北友田住宅に流入した土砂撤去 平成 29 年 8 月完了
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5.1.5  公共交通の復旧
（1）被災と対応状況

① JR 久大本線【平成 30 年 7 月完了】
○光岡駅〜日田駅間のバスによる代行輸送の実施

花月川橋梁の流失により光岡駅〜日田駅間が不通のため、JR 九州がバスによる
代行輸送を行う。

② JR 日田彦山線
○添田駅〜日田駅間のバスによる代行輸送の実施

橋桁の損傷や線路への土砂流入等により添田駅〜夜明駅間が不通のため、JR 九
州がバスによる代行輸送を行う。

○大鶴地区における乗合デマンドタクシーの運行
大鶴地区−夜明駅まで対象エリアを広げ、代行輸送バスの時刻に合わせて乗合デ

マンドタクシーを運行する。

③日田バス小鹿田線
○日田バス小鹿田線の運行を再開する【平成 30 年 1 月完了】

県道宝珠山日田線の通行止めに伴い、日田バス小鹿田線が運行停止となっている
ため、通行止めの解除に合わせて運行の再開を働きかける。なお、運行再開までの
間、乗合デマンドタクシーを運行。

（2）復旧に向けて
① JR 久大本線【平成 30 年 9 月完了】

平成 30 年 7 月 14 日　全線開通

② JR 日田彦山線
復旧の目途がたっていないため、沿線の自治体や大分県、福岡県とも連携し、

JR 九州に対して鉄道による早期復旧を働き掛ける。また、復旧するまでの間は、
住民生活の利便性の低下を可能な限り抑制するため、乗り合いデマンドタクシーの
運行を始めとして公共交通の確保に努める。
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5.1.6  内水対策
①排水ポンプの配備（仮設）

運用方法：業者委託し出水時に即応できる運用体制とする
○花月川両岸（設置期間：毎年 6 月〜 10 月末）

仮設排水ポンプ：6 基配備、機動用排水ポンプ 1 基（待機）〔平成 30 年 6 月完了〕
仮設排水ポンプ：1 基配備〔令和元（2019）年 6 月完了〕

②雨水貯留施設の整備【平成 30 年 3 月完了】　
平成 29 年度　中城グラウンド
工事費　25,404,000 円
平成 30 年度大原グラウンド〔令和元（2019）年 5 月完了〕

③日田市雨水対策基本計画の見直し【平成 30 年 3 月完了】
平成 26 年に策定した雨水対策基本計画について、雨水検討部会を設置し、見直

を行った。
事業費　8,158,320 円

④雨水幹線の整備
・城内雨水幹線改修工事

平成 30 年度事業着手　平成 30 年度工事費　17,415,000 円

5.2  教育施設・文化財等の復旧・復興
5.2.1  学校施設・教育施設の復旧・復興

（1）学校施設の復旧等
以下のとおり、学校施設の復旧等については全て完了済みである。
○小野小学校の復旧等

内　　容 完了年月

校舎、屋内運動場の床下浸水被害の復旧及び施設
グラウンド周辺へ流入した土砂の撤去 平成 29 年 10 月完了

敷地の周辺に浸水対策のコンクリート擁壁の設置 平成 30 年 3 月完了

○大明小中学校の復旧
内　　容 完了年月

グラウンドへ流入した土砂、ごみの撤去 平成 29 年 8 月完了
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○戸山中学校の改修（小野小学校を受入れのため）
内　　容 完了年月

特別教室にエアコンの設置 平成 29 年 8 月完了

間仕切り壁や黒板、遊具等の設置
職員室と保健室等の確保 平成 30 年 3 月完了

（2）学校教育の対応
小野小学校は、通学路等に大きな被害を受けたことから、戸山中学校に一時避難

をして教育活動を行っていた。また、小野小学校での授業再開については、関係各
課と連携して定期的に保護者説明会を実施し、きめ細かな説明と意見の集約を行い、
保護者や地域の方々の意見も聞きながら慎重に判断するとしていた。

災害発生から 2 年余りが経過した令和元（2019）年には、小学校周辺の道路、橋
梁等の復旧工事の進捗、梅雨時期等の河川の状況、避難情報の解除等を踏まえ、学
校を取り巻く状況が収束していることを考慮し、令和 2 年 1 月の 3 学期始業式から
小野小学校校舎において教育活動を再開した。

再開に当たっては、通学時の安全確保のため、スクールバスを運行すること、危
機管理マニュアルの整備を行うこと、緊急避難にはスクールバスを利用することな
ど、児童の安全確保の対策を講じることとした。

（3）被災した児童・生徒等への支援
①心のケア

○被災した学校への臨床心理士やスクールカウンセラーの派遣
・被災直後（平成 29 年 7 月 5 日〜 7 月 19 日）

派遣人数 学 校 数

延べ 28 人 小学校 9 校、中学校 4 校

・小野小学校への定期的な派遣（令和 2 年 1 月 31 日現在）
派遣人数 延べ 49 人

（令和 2 年 1 月に小野小への復帰後に派遣予定あり）
○「健康アンケート」実施により児童生徒の実態把握

対　　象 実施期間

市内全小中学校
（小学校 18 校、中学校 12 校） 平成 29 年 9 月 11 日〜 9 月 22 日

※アンケート結果や担任の観察により、気になる児童生徒のケアを各校で継続中。

②教科書等の給付【平成 29 年 8 月完了】
区　分 人　数 内　　訳

教科書 11 人 小学校： 9 人、中学校：1 人、高等学校：1 人

学用品等 18 人 小学校：14 人、中学校：1 人、高等学校：3 人
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③安心・安全な通学
○公共交通機関の運休や道路の復旧状況を考慮し、臨時バスなどの運行

・小野小学校の児童は戸山中学校での学校再開となったことから戸山中学校ま
での送迎を臨時バスにて行う。戸山中学校の生徒は路線バスの運休と自転車
通学が難しいことから戸山中学校までの送迎を臨時バスにて行っていたが、
平成 30 年 1 月に路線バスが復旧したことから、路線バスでの通学を再開した。
また、通学路の安全が確保されていない箇所を通学する通学補助対象区域外
の生徒への路線バス定期券の補助を行う。

・大明小中学校で JR や自転車で通学していた児童生徒については、JR が運行
されていないことや、通学路の安全が確保されていないことからスクールバ
スによる送迎を実施。

④その他
・一時避難を経験した児童生徒　　　　　 ・臨時休業とした学校

小学生 中学生 小学校 中学校

310 人 132 人 18 校 12 校

・1 学期終業式及び、2 学期始業式の繰上げをした学校
小学校 中学校

1 校 1 校

5.2.2  社会教育施設・文化財の復旧
（1）社会教育施設の復旧

○西有田公民館の復旧等
内　　容 完了年月

駐車場の砕石が隣の田に流出したため舗装整備 平成 29 年 12 月完了

○複合文化施設 AOSE の復旧
内　　容 完了年月

雨水排水口からの事務室内への浸水被害の復旧 平成 29 年 9 月完了

○財津町スポーツ広場の復旧
グラウンドに隣接する花月川護岸工事については、国土交通省による原形復旧工

事が平成 31 年 3 月に完成。再度の被災を防ぐ改良工事については、地元・市・国
土交通省で検討・協議を続けていく。
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（2）文化財の復旧
①被災した国・県指定文化財の復旧

○国指定文化財 7 件
【復旧済】

名　　称 完了年月

草野家住宅 平成 29 年  8 月完了

長福寺本堂 平成 29 年  7 月完了

廣瀬淡窓旧宅 平成 29 年  7 月完了

行徳家住宅 平成 29 年 10 月完了

ガランドヤ古墳 平成 29 年 11 月完了

豆田町伝統的建造物群保存地区水路 平成 30 年   5 月完了

【未復旧】
名　　称 完了予定

小鹿田焼の里 令和元（2019）年中に一部を除き完了　一部（河川部分）は復旧未定

○国登録文化財 4 件
【復旧済】

名　　称 完了年月

岩尾家住宅 平成 29 年  8 月完了

山田家住宅 平成 29 年 11 月完了

井上酒造 平成 29 年  7 月完了

【未復旧】
名　　称 完了予定

 井上家住宅 復旧方法を検討中

○県指定文化財 1 件
【復旧済】

名　　称 完了年月

石坂石畳道 平成 29 年  9 月完了

○国重要無形文化財 1 件
【復旧済】

名　　称 完了年月

小鹿田焼土かけ窯（小鹿田焼の唐臼本体及び基礎部分） 平成 29 年 12 月完了

  　　

 写真－5.2.1　小鹿田焼の唐臼の復旧状況
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5.3  復旧・復興に係る人的支援・財政対策
5.3.1  人的支援

初期災害復旧に係る他組織等よりの職員派遣の実績は、「第 3 章　初動対応」にお
いて記した。その後の復旧工事段階に係る職員派遣の実績は、以下のとおりである 1）。

（1）人的支援（完了分）
【県職員】

職種 業務内容 派遣期間
応援人数

（人 / 日）

農業
土木

工法決定等の技術支援、査定設計書の作成支援・積算支援・チェック、
査定現地支援、朱入れ設計書の作成支援、発注設計書作成支援

H29.8.28
〜 H29.11.30 4

林業
工法決定等の技術支援、査定設計書の作成支援・積算支援・チェッ
ク、計画概要書の作成支援、査定現地支援、朱入れ設計書の作成支援、
発注設計書作成支援

H29.8.16
〜 H30.3.31 4

土木
工法決定等の技術支援、査定設計書の作成支援・積算支援・チェック、
査定現地支援、朱入れ設計書の作成支援、発注設計書作成支援

H29.8.21
〜 H29.11.17 3

【県内市町村職員】
職種 業務内容 派遣市町村 派遣期間

応援人数
（人 / 日）

農業
土木

工法決定等の技術支援、査定設計書
の作成支援・積算支援・チェック、
査定現地支援、朱入れ設計書の作成
支援、発注設計書作成支援

大分市、別府市、国東市、
宇佐市、杵築市、津久見
市、豊後高田市

H29.9.1
〜 H29.9.30 4

H29.10.1
〜 H29.11.30 3

H29.12.1
〜 H29.12.31 4

土木

工法決定等の技術支援、査定設計書の
作成支援・積算支援・チェック、査定
現地支援、朱入れ設計書の作成支援、
発注設計書作成支援

大分市、別府市、佐伯市、
宇佐市、日出町、九重町

H29.8.21
〜 H29.10.20 5

【県外市町村職員】
職種 業務内容 派遣市町村 派遣期間

応援人数
（人 / 日）

農業
土木

工法決定等の技術支援、査定設計書
の作成支援・積算支援・チェック、
査定現地支援、朱入れ設計書の作成
支援、発注設計書作成支援

兵庫県養父市
（嚶鳴協議会会員）

H29.8.28
〜 H29.9.27 4

H29.10.2
〜 H29.10.27 2

熊本県菊池市

H29.11.20
〜 H29.12.1 1

H29.12.4
〜 H29.12.8 2

H29.12.11
〜 H29.12.15 1

（2）他自治体への積極的な職員派遣
この項目に関しては、第 6 章に記載した。
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5.3.2  財政対策
今回の災害における財政対策は、以下のとおりである。

（1）平成 29 年度 7 月補正予算（専決）の概要
「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」による災害に対応するため、被災者の支援、障害物

撤去、災害廃棄物の処理など、応急復旧費用の専決処分を平成 29 年 7 月 20 日に実施
した。その概要は、以下のとおりである。

【一般会計補正予算の概要】
1）一般会計補正予算（第 2 号）の規模

（単位：千円）

当初予算 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

37,492,776 37,726,512 3,011,498 40,738,010

○財源内訳

国庫支出金 144,166

県 支 出 金 398,897

寄 附 金 27,261 水郷ひた応援基金寄附金

繰 入 金 1,407,237 財政調整基金繰入金

繰 越 金 853,459 前年度繰越金

諸 収 入 50,678

市 債 129,800

2）所管（部）別予算
（単位：千円）

部　名 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

総 務 部 8,992,555 190,128 9,182,683

企 画 振 興 部 977,975 37,411 1,015,386

市 民 環 境 部 2,312,266 327,473 2,639,739

福 祉 保 健 部 14,321,468 654,671 14,976,139

商 工 観 光 部 1,214,278 17,117 1,231,395

農 林 振 興 部 1,782,267 701,421 2,483,688

土 木 建 築 部 3,959,874 997,075 4,956,949

上 下 水 道 局 25,690 7,785 33,475

教 育 委 員 会 3,784,639 78,094 3,862,733

議会・選管ほか 355,500 323 355,823

計 37,726,512 3,011,498 40,738,010
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【特別会計補正予算の概要】
1）簡易水道事業特別会計補正予算（第 1 号）

（単位：千円）

当初予算 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

622,243 622,243 9,160 631,403

2）給水施設事業特別会計補正予算（第 1 号）
（単位：千円）

当初予算 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

25,790 25,790 16,137 41,927

3）農業集落排水事業特別会計補正予算（第 1 号）
（単位：千円）

当初予算 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

234,409 234,409 42,436 276,845

4）情報センター事業特別会計補正予算（第 2 号）
（単位：千円）

当初予算 現 予 算 7月補正予算（専決） 補正後予算

614,640 669,705 16,174 685,879
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（2）災害対策関連事業に係る予算の状況
各年度における災害対策関連事業に係る予算措置の状況は以下のとおりである。

表−5.3.1　平成29年7月九州北部豪雨災害対策関連事業に係る予算措置の状況

（単位：千円）

年　度 会計区分

予算額

財　源

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

平成29年度

一般会計 6,296,682 1,475,220 1,525,690 676,100 186,616 2,433,056 

特別会計 97,126 22,622 17,500 993 56,011 

企業会計 0 

合　計 6,393,808 1,497,842 1,525,690 693,600 187,609 2,489,067 

平成30年度

一般会計 3,729,851 1,256,205 595,354 562,400 11,003 1,304,889 

特別会計 11,268 3,456 3,400 1,767 2,645 

企業会計 149,139 22,464 81,400 38,676 6,599 

合　計 3,890,258 1,278,669 598,810 647,200 51,446 1,314,133 

令和元年度

一般会計 2,272,119 41,074 288,986 1,104,300 45,092 792,667 

特別会計 7,372 3,703 3,669 

企業会計 142,390 5,000 116,900 8,690 11,800 

合　計 2,421,881 46,074 288,986 1,221,200 57,485 808,136 

総　計

一般会計 12,298,652 2,772,499 2,410,030 2,342,800 242,711 4,530,612 

特別会計 115,766 22,622 3,456 20,900 6,463 62,325 

企業会計 291,529 27,464 198,300 47,366 18,399 

合　計 12,705,947 2,822,585 2,413,486 2,562,000 296,540 4,611,336

※平成 29 年度については、平成 29 年 7 月補正予算（専決）計上額を含む。
※令和元年度については、令和元年度 12 月補正予算までの集計である。
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（3）財政対策　
①災害救助法の適用による財政負担の軽減【完了】

・救助対策に係る費用負担（全額日田市→日田市負担ゼロ）
・救助内容：避難所の設置、食料品・飲用水、被服、寝具、医療、住宅応急修理、    

障害物の除去等

②普通交付税の繰上げ交付による財源確保【完了】
851 百万円（平成 29 年 7 月 14 日交付、9 月交付予定額の一部を前倒）

③激甚災害の指定による補助事業の補助率増嵩申請【完了】
平成 29 年 8 月 8 日閣議決定、8 月 10 日公布・施行

④国庫補助負担金・特別交付税等の要望【完了】
・被災地域の財政負担軽減のため、国庫補助負担金や特別交付税を始めとした地方

財政措置による十分な財政支援を、全国市長会や大分県を通じて国に要望。

⑤農地等小災害復旧事業債の適用【完了】
・農家個人が行う小規模な農地及び農業用施設の復旧事業への日田市補助金に対し

て、特例とし農地等小災害復旧事業債（対象工事費 13 万円以上 40 万円未満）が
適用されることと併せて、申請書類の簡素化など柔軟な対応が可能となった。

⑥基金の活用等
・本計画を実施するための財源については、国・県の補助、起債の充当などの他、

市の財政調整基金を積極的に活用。
・将来の災害発生に備え、復旧・復興関連事業に活用するための災害対策基金（当

初積立額 3 億円、積立目標額 15 億円）を設置。
平成 29 年度積立額　3 億円
平成 30 年度積立額　3 億円

（令和元年（2019）年 5 月 31 日時点の累計積立額　6 億 73 万 1,517 円）

⑦「平成 29 年 7 月九州北部豪雨」等災害対策関連事業（復旧・復興計画に関する事業）
総括表

以下に、今回災害に関する「災害対策関連事業（復旧・復興計画に関する事業）
の総括表を示す。
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表−5.3.2　『平成29年7月九州北部豪雨』等災害対策関連事業（復旧・復興計画に関する事業）総括表

※平成 29 年度から令和元年度 12 月補正予算までに予算措置した各事業に係る令和元年 12 月時点の決算見込額である。

◆一般会計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位：千円

款 項 課名 事業名 内　容 事業費
国庫

支出金
県

支出金 地方債 その他 一般
財源

2 総務費 1,078,561 25,800 78,361 974,400

1 総務管理費 総務課 災害派遣職員受入事業 各自治体からの災害復旧派遣職員の受入経費 15,702 15,702

地方創生推進課 水郷ひた応援基金管理費 復興支援に対する寄附金の積立
（一般支援分含む災害復旧分） 75,863 75,863

まちづくり
推進課

自治会活動等推進事業 被災した自治会公民館等の復旧に対する補助 6,905 6,905

集落活動推進事業 被災地区への集落支援員の配置
（振興センター管内） 10,740 10,740

地域おこし活動推進事業 被災地区への専任隊員の配置 23,523 23,523

羽田多目的交流館管理事業 土砂が流入したグラウンドの土砂撤去及び復旧 3,561 3,561

小山多目的交流館管理事業 落雷により不具合が生じた火災受信機の復旧 490 490

市民活動人材育成事業 災害ボランティアを育成する講座の開催 1,000 1,000

情報統計課 地域情報基盤天瀬 2 次
拠点施設水害対策事業 天瀬 2 次拠点の水没防止対策 5,238 5,238

財政課 天瀬振興局電気設備整
備事業

自家発電設備及び高圧受電設備の整備及び
水没防止対策 31,580 25,800 5,780

振興局非常用発電機
整備事業 移動式発電機の購入 1,156 1,156

災害対策基金管理費 災害対策基金積立 902,498 2,498 900,000

会計課 会計管理費 災害義援金等配分委員会の設置に係る経費 305 305

3 民生費 517,149 247,122 6,822 263,205

1 社会福祉
総務費 社会福祉課 社会福祉総務費

（社会福祉課分）
災害ボランティア用の仮設トイレ設置に要す
る経費 57 57

2 老人福祉費 長寿福祉課 高齢者見守り支援事業 災害時要援護者登録台帳の整備等を行うもの 4,807 2,600 2,207

5 災害救助費 防災・危機管理課 災害救助費
（防災・危機管理課分） 災害対策本部設置及び障害物撤去等に要する費用 38,773 23,697 15,076

総務課 災害救助費（総務課分） 職員災害対応時間外手当 90,435 6,525 83,910

財政課 災害救助費（財政課分） 災害救助に要する事務費 7,356 772 6,584

環境課 災害救助費（環境課分） 浄化槽及び便槽内の土砂等の収集 ･ 運搬に要
する費用 13,495 4,930 8,565

社会福祉課 災害救助費（社会福祉課分）避難者支援に要する経費（避難所トイレ清掃） 413 413

避難者支援に要する経費（避難所の夜間警備） 405 405

避難者支援に要する経費（入浴時のタクシー
による送迎） 330 330

清掃業務委託（避難所閉鎖後） 32 32

災害救助費（災害被災
者住宅再建支援金） 災害被災者住宅再建支援金に要する経費 252,177 126,089 126,088

指定避難所備蓄物等
整備事業

避難者用毛布の購入、避難所配置職員等の
パトロールベスト配備 2,001 2,001

健康保険課 災害救助費（災害弔慰金） 災害弔慰金に要する経費 7,500 5,625 1,875

災害救助費（健康保険課分）避難者支援に要する経費 778 666 112

長寿福祉課 福祉避難所用
備品物資等整備事業

災害時の福祉避難所に係る備蓄備品の配備に
要する経費 7,868 5,245 2,623

災害救助費（長寿福祉課分）要援護者等の福祉避難所に要する経費 289 289

商工労政課 災害救助費（商工労政課分）避難者支援に要する経費（生活必需品給与） 2,106 2,106

避難者支援に要する経費（避難所・炊き出し
の給与） 4,216 4,216

建築住宅課 災害救助費（建築住宅課分）避難者の一時入居先の確保に要する経費 83,477 65,148 4,222 14,107

教育総務課 災害救助費（教育総務課分）高等学校生徒教科書及び学用品給与 22 22

学校教育課 災害救助費（学校教育課分）小中学校児童生徒教科書及び学用品給与 128 128

施設工務課 災害救助費（施設工務課分）飲料水の供給に要する費用 484 484

4 衛生費 311,771 117,743 7,314 23,400 496 162,818

1 保健衛生費 健康保険課 感染症予防対策事業 家屋等消毒に要する費用 10,971 7,314 3,657

環境課 水道未普及地域整備
補助事業 被災した地元管理の水道施設の復旧費用 4,877 4,877

2 清掃費 環境課 廃棄物処理費 ごみ処理に伴う経費 ( 運搬 ) 267,599 107,460 21,400 138,739

清掃センター 清掃センター管理費
（経常分） ごみ処理に伴う経費 ( 分別・焼却 ) 28,324 10,283 2,000 496 15,545
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款 項 課名 事業名 内　容 事業費
国庫

支出金
県

支出金 地方債 その他 一般
財源

6 農林水産業費 468,222 200,351 84,900 65,270 117,701

1 農業費 農業振興課 園芸産地緊急支援事業 果樹園地の土壌改良や農業用水確保に要する
経費への補助 1,913 955 958

農業施設等復旧支援事業 被災した栽培施設、農業用機械等の復旧費用
への補助 150,073 84,119 17,000 48,954

畜産施設等復旧支援事業 被災した畜産施設の復旧費用及び被災酪農家
の搾乳牛導入への補助 34,262 17,131 7,000 10,131

県営経営体育成基盤
整備事業（大肥地区） 被災した大肥地区のほ場整備を行うもの 62,499 1,440 29,600 23,400 8,059

農業振興費（利子補給）
被災農業者が借り入れた特定災害対策資金の
利子補給を行うもの

（令和 5 年度より利子補給開始）

新規就農総合支援事業 農業経営ができなかった場合であっても、
継続して給付金を給付するもの 2,250 2,250

産直野菜増産ミニハウ
ス等導入事業（災害分）

被災農業者が導入するパイプハウス等の
整備費用に対しての補助 5,728 5,728

農地耕作条件改善事業
（地域内農地集積型）
西の山地区

日田梨創造的復旧・復興プロジェクトに
基づく梨団地の開発 14,695 10,139 2,900 1,470 186

農地耕作条件改善事業
（高収益作物転換型）
入江地区

日田梨創造的復旧・復興プロジェクトに
基づく梨団地の開発 47,305 35,005 9,400 2,900

農地耕作条件改善事業
（地域内農地集積型）
高尾原地区

日田梨創造的復旧・復興プロジェクトに
基づく梨団地の開発 30,000 20,700 5,900 3,000 400

県営中山間地域総合
整備事業（日田地区2期）被災した小野地区のほ場整備を行うもの 19,200 12,100 6,400 700

農業体験交流施設
整備補助事業

大肥郷ふるさと農業振興協議会が整備する農
業体験交流施設整備費の補助 13,296 6,648 6,648

ため池ハザードマップ
作成事業 防災重点ため池のハザードマップの作成 3,600 3,600

2 林業費 林業振興課 木づかい促進事業 被災した住宅・店舗等の新築・リフォームに
対する木材支給 23,757 7,000 16,757

木材加工施設災害復旧
支援事業 木材加工施設の災害復旧に要する経費への補助 16,498 13,194 3,304

特用林産復旧支援事業 特用林産施設の災害復旧に要する経費への補助 8,316 5,170 3,146

林業用機械等復旧支援
事業 林業用機械等の災害復旧に要する経費への補助 2,900 2,900

流木被害緊急対策事業 市北部を中心とした流木の発生や浸食の危険
性が高い人工林整備への補助 6,930 6,930

小野地区治山堰堤取付
水路整備事業 治山ダムの流末水路の改良復旧を行うもの 25,000 25,000

7 商工費 24,210 7,000 17,210

1 商工費 商工労政課 被災地域小規模事業者
持続化支援事業 被災した小規模事業者の復旧支援に係る費用 16,709 7,000 9,709

観光課 小野民芸村管理事業 土砂除去等に要する費用 1,529 1,529

緊急観光誘客対策事業 緊急観光誘客対策を実施する費用 5,972 5,972

8 土木費 709,611 21,967 2,600 564,100 3,903 117,041

2 道路橋梁費 土木課 市営急傾斜地崩壊
対策事業

落石等の危険性がある急傾斜地の崩壊対策に
要する費用 47,126 2,600 39,200 3,903 1,423

里道水路維持管理事業 法定外公共物の維持管理に必要な原材料の
支給に要する費用 8,490 8,490

道路補修事業 道路側溝の土砂除去等に要する費用 6,420 6,420

橋梁改良事業 県が実施する橋梁の架け替え事業に対する負担金 530,648 489,900 40,748

大肥川改良復旧関連事業 白岩から瀬部へ抜ける市道として、
緊急道路を整備するもの 15,000 14,200 800

3 河川総務費 施設工務課 河川しゅんせつ事業 雨水幹線のしゅんせつに要する費用 8,986 8,986

雨水排水ポンプ配備事業 雨水排水ポンプの配備に要する費用 41,426 41,426

雨水貯留施設設置
補助事業 雨水貯留施設の設置に対する補助 1,000 1,000

4 都市整備課 都市整備課 公園施設整備事業 公園の土砂除去等に要する費用 3,966 3,966

5 住宅費 建築住宅課 住宅管理費 市営住宅の土砂撤去等に要する費用 2,229 2,229

大鶴・夜明地区市営住
宅建設事業 大鶴・夜明地区の市営住宅建設に要する費用 44,320 21,967 20,800 1,553

9 消防費 693,418 9,665 9,780 562,500 31,038 80,435

1 消防費 防災・危機管理課 非常備消防費 消防団員の公務災害、賞じゅつ金 39,948 24,748 15,200

消防ポンプ自動車購入事業 大鶴分団消防ポンプ自動車の購入 18,756 16,400 1,390 966

小型動力ポンプ購入事業 大鶴分団小型動力ポンプの購入 1,806 1,700 106

防災費 防火水槽の土砂撤去及び防災行政無線修繕経費 8,689 8,689



第
５
章

復
旧
と
復
興
へ
向
け
て

5−26 ｜ 平成29年7月九州北部豪雨 日田市災害記録誌

款 項 課名 事業名 内　容 事業費
国庫

支出金
県

支出金 地方債 その他 一般
財源

1 消防費 防災・危機管理課 防災情報 WEB カメラ
整備事業 河川カメラの設置及び照明設備工事 8,354 8,354

被災者台帳システム
整備事業 被災者台帳システムの導入 2,434 1,900 534

自主防災組織活性化事業 自主防災組織・防災士への資機材・訓練研修
経費の補助 7,473 1,724 4,900 849

防災士養成事業 防災士の養成及びフォローアップ 2,746 2,746

防災情報伝達手段
調査事業

防災情報伝達手段の検討のため、280MHz
デジタル同報無線による伝搬調査を行う 1,058 1,058

土砂災害ハザードマッ
プ作成事業

県の土砂災害危険個所情報提供システムを
利用しハザードマップを作成 24,940 9,665 7,637 7,638

280MHz 帯防災無線
システム整備事業

戸別受信機（280MHz 帯防災行政無線シス
テム）の整備 566,912 542,500 24,412

平成 29 年九州北部豪雨
災害記録誌作成事業 災害記録誌の作成 8,338 8,338

指定避難所用品整備事業 避難所用品の整備 1,257 419 838

大分県災害対応支援
システム整備事業 災害対応支援システムの運用経費 707 707

10 教育費 56,203 5,223 5,900 6,425 38,655

1 教育総務費 教育総務課 スクールバス
管理運営事業

小野小、戸山中、大明小中の通学に係る
臨時バス・タクシー運行経費 12,252 5,900 6,352

2 小学校費 教育総務課 小学校管理費 今後の水害に備え、小野小学校の周囲に
擁壁を設置する 4,675 4,675

3 中学校費 教育総務課 中学校管理費 戸山中への空調機移設費用 4,218 4,218

臨時的に小野小学校が利用している
戸山中学校の環境改善 6,161 6,161

中学校通学補助事業 通学路の安全が確保されていない生徒へ
特例での通学補助 554 554

4 社会教育費 社会教育課 地区公民館整備事業 西有田公民館の駐車場補修 4,711 4,711

複合文化施設管理費 複合文化施設の排水設備改修工事 532 532

芸術・文化活用復興
イベント開催事業 現代アートを活用した復興イベントの開催 12,400 5,300 7,100

文化財保護課 指定文化財等補助事業 小鹿田焼唐臼の復興補助 1,768 1,768

伝統的建造物群保存事業 豆田町伝建地区内の水路土砂撤去 6,803 5,223 1,580

文化財災害応急対策事業 石坂石畳及び豆田まちづくり歴史交流館の
土砂撤去 537 537

5 保健体育費 スポーツ振興課 体育施設費 緊急消防援助隊の宿営地として利用した
体育施設の使用料等 1,592 1,125 467

11 災害復旧費 7,984,084 2,665,979 1,605,056 736,200 49,895 2,926,954

1農林水産施設
災害復旧費 農業振興課 農地及び農業用施設災

害復旧事業 災害復旧に要する費用 1,708,121 964,505 8,300 10,881 724,435

農地及び農業用施設市
単小災害復旧事業 災害復旧に要する費用（市単小災害） 206,979 14,300 33,641 159,038

林業振興課 林地及び林業用施設災
害復旧事業 災害復旧に要する費用 1,335,021 633,133 88,300 3,526 610,062

森林作業道等復旧事業 森林作業道の災害復旧に要する経費への補助 893 893

有害鳥獣侵入防止柵復
旧事業

有害鳥獣侵入防止柵の災害復旧に要する
経費への補助 18,600 7,418 11,182

2公共土木施設
災害復旧費 土木課 公共土木施設災害復旧事業 道路 ･ 河川 ･ 橋梁 ･ 里道の応急復旧等に

要する費用 4,658,894 2,657,063 597,000 1,404,831

3公共文教施設
災害復旧費 教育総務課 公立学校施設災害復旧事業 小野小学校校舎及び体育館の床張替、消毒等 13,063 8,916 3,000 563 584

文化財保護課 公共文教施設災害復旧事業 行徳家住宅裏の斜面崩壊による流入土砂撤去
及び補修 1,123 1,123

4 その他施設
災害復旧費

防災・危機管理
課

コミュニティ消防
センター災害復旧事業 大鶴分団コミュニティ消防センターの建替 26,489 21,200 1,284 4,005

財政課 市有財産災害復旧事業 旧大鶴振興センター跡地の埋戻等 7,960 7,960

5 その他公共施
設災害復旧費 都市整備課 公園施設災害復旧事業 公園の本格復旧等に要する費用 6,941 4,100 2,841

13 諸支出金 13,000 13,000

1 災害援護資
金貸付金 健康保険課 災害援護資金貸付金 災害援護資金貸付金に要する経費 13,000 13,000

災害援護資金
貸付金利子補給事業

災害援護資金貸付金利子補給に要する経費
（令和 3 年度より利子補給開始）

計 11,856,229 2,820,577 2,072,223 2,015,800 249,210 4,698,419
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◆特別会計

特別会計名 課名 事業名 内容 事業費
国庫

支出金
県

支出金 地方債 その他 一般
財源

簡易水道事業 施設工務課 一般管理費 北部地区簡易水道外７地区における
取水施設・配水管等の仮復旧費用 11,966 11,966

給水施設事業 施設工務課 一般管理費 梛野地区給水施設の土砂撤去委託料及び
給水作業等委託料 432 432

給水施設建設費
梛野地区給水施設の給水施設調査等委託料
及び仮設タンク設置・加圧ポンプユニット
設置等工事請負費

19,258 9,728 6,100 3,430

農業集落排水事業 施設工務課 一般管理費（三ノ宮地区）汚水流量の増加に伴う汚水の緊急バキューム
作業及び搬送作業 351 351

大明地区農業集落排水
災害復旧事業

処理場及び下水管路（管渠・マンホールポン
プ）の破損復旧、管内清掃費用、災害復旧支
援委託料等

45,174 12,427 3,456 5,000 3,400 20,891

情報センター事業 情報統計課 情報センター運営事業 大鶴地区・小野地区の伝送路復旧 30,470 1,429 29,041

計 107,651 22,155 3,456 11,100 4,829 66,111

◆公営企業会計	 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

企業会計名 課名 事業名 内　容
事業費

国庫
支出金

県
支出金 地方債 その他 一般

財源

下水道事業 施設工務課

大原グラウンド
雨水貯留施設工事
城内雨水幹線
改修工事　等

雨水貯留施設の設置、雨水幹線改修 等 290,637 27,464 198,300 45,994 18,879

計 290,637 27,464 198,300 45,994 18,879
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5.4  防災シンポジウムの開催等
復旧・復興へ向けた取組は、行政以外でも様々なことが実施された。例えば、

①「防災シンポジウム in 日田」（平成 30 年 8 月 18 日）
②「日田の山と川と光の音」（平成 30 年 10 月 27 日）
③「ひた防災フェスタ 2019 in 花月川」（平成 31 年 2 月 10 日）
④「平成 29 年 7 月九州北部豪雨復興イベント　うきは市・日田市・観光物産キャンペー

ン」（平成 29 年 9 月 2 日）等
が実施された。
この内、「防災シンポジウム in 日田」7）の内容を以下に簡単に紹介する。
主催は国立大学法人大分大学で、共催として、日田市、大分高等教育協議会（地域連

携コンソーシアム大分）により実施されたものである。
内容としては、

①九州大学三谷泰三教授による特別講演
②学生提案
③パネルディスカッション

により構成されていた。内容の詳細は、大分大学の 7）ホームページを参照願うとして、
パネルディスカッションのまとめを以下に紹介する。

視点①　災害対応のあり方とは ?
【視点①のまとめ】

・担い手の育成に加えて、コミュニティの真の意味を（※理解・共有することが
大切）

・早期避難、早期対応の重要性（地域で完結できる対応行動と支援の仕組み）
・若い世代の参画
・個人はもとより、家庭、地域それぞれでできることを進める

※（　）内はこの記録誌で補足した部分

視点②　災害に対して責任を果たせる社会とは ?
【視点②のまとめ】

・新しい自治の仕組みやあり方　→　新しい地域づくりへ取り組む
・地域づくりや活性化は防災だけではない
・ひとりひとりが責任を果たすことを社会的課題と理解するべき

コーディネータよりのまとめとして以下が紹介されている。
・防災学術連携体の提言にも「あなたには災害の危険性を知る義務と自分と家族

を守る責任がある」と述べられている。
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・自治会の再構築も「まちづくり」という観点からは求められる。
・防災・減災を「地域づくり」の一部として取り組み、今日的な地域課題に向き

合うことも必要。
・一人一人がそれぞれの立場で責任を果たしていくこと、これをやっておけばい

いということはない。
・住民一人一人にも不断の努力が求められている。
・何よりも、子ども達、若い世代にその「姿勢」を示すべきである。それが一つ

の責任でもある。

以下に、シンポジウムの様子を紹介する。

写真−5.4.1　「防災シンポジウムin日田」（2018年8月18日）7）




